平成27年度第1回岩国市環境審議会の結果について
1 会議名
平成27年度第1回岩国市環境審議会

2　開催日時

　　平成27年９月25日（金）午後2時00分から

3　開催場所

　　岩国市役所3階　31、32会議室

４　出席した者の氏名

　（委員）

　　藤野完二（会長）、白木吉子（副会長）
　　河角衛、河本智勇、木村圭一、嶋田陽生、竹下直彦、田村　巖、樋口隆哉、藤谷允子、
藤本博子、森川裕子

　（事務局）

　　環境部長：川戸裕司、環境保全課　課長：中津朝実、環境対策班長：藤井哲夫
　（担当課）

　　下水道課　課長：善本恭平、計画班長：片野光一、計画班：山本靖法、大野史晃
　（関連部署）

　　環境事業課　課長：上尾浩睦、環境施設課　課長：中村　満、下水道施設課　課長：澤　直臣
5 議題

１　環境審議会の会長・副会長の選出
２　岩国市汚水処理施設整備構想の見直しについて
　　　 ６　公開・非公開等の別

　　　　　 公開

７　傍聴人数
　　0人

８　会議内容概要

委嘱状交付

《審議等事項》

(1)
環境審議会の会長・副会長の選出

① 各委員自己紹介

② 会長・副会長の選出

会　長：藤野委員（委員協議のうえ、決定）

副会長：白木委員（委員協議のうえ、決定）

(2) 岩国市汚水処理施設整備構想の見直しについて
① 担当部署説明（下水道課）

資料「汚水処理整備構想策定マニュアル」に基づき「見直し方針」と「見直しの検討方法」について説明。

② 質疑応答

(会 長)　それでは、只今の説明について、何かご質問はございますか。

(委 員)
　初歩的な質問で申し訳ないですが、マニュアル3ページの表の集落排水施設と合併浄化槽とコミプラの違いは。
(担当課)　農業集落排水事業ですが、17ページの図3-5を見て頂くと、農業集落排水事業が上の3段目にあります。農業振興地域の密集した地域における事業で、約1000人以下の規模を対象としております。

合併処理浄化槽は、個人の家で設置する浄化槽で、生活排水・し尿を合わせて処理　　する公共下水道ほどとはいかないですけど、同じようなきれいな水が出るというものです。
コミュニティプラントは、図3-5の集合処理の下から4段目、コミュニティプラント　　であり、これは101人から30,000人を対象にしており、特に対象地区の限定はありません。ただし、市で設置するということになります。市が設置して市が管理するものです。よくあるのが、新たに開発された時にコミュニティプラントで管理するような箇所が多く見受けられます。が、山口県内においてはこのコミュニティプラント事業を実施しているのは美祢市に一ヶ所だけで、その他、県内でも実施している自治体はありません。ただ、他県には結構、実施自治体があると聞いております。

(委　員)　有難うございました。

(会　長)　他にございますでしょうか。
(委　員)　言葉が分からないので教えてもらいたいのですが、「10年概成」というのは10年計画のこと、10年後のことを言っているんですか。
(担当課)　はい。一応、国の方で先程言いました3省統一マニュアルを作成されており、全国平均は説明した表のとおり90％近くとなっています。

今後、公共下水道など、かなり、以前に建設しているので、今後は、改築・更新事業がいずれやってくるということを、現在、国の方で考えております。その中で、10年間で、生活排水処理率を100％の概成するというのが、国の考えです。ただし、国の考えは100％概成ですが、実際問題、90％を越えているような県は結構、達成できると思いますが、低いところは難しいということで、山口県としては、10年で95％までに現在の約85％をもっていくというような目標を立てております。

(委　員)　そうすると、今回のこの計画というのは、平成35年・・・

(担当課)　今回計画は平成27年度に計画を作成するので、10年後の平成37年度となります。

(委　員)　平成37年度のことで、国は概成といっているが、山口県は95％を目標とするということですね。
(担当課)　95％を目標値とします。

(委　員)　それともう1点、現状の岩国市の汚水処理人口普及率ですが、県内で低いというデータが出ておりますけど、中でも下水道の普及率がやや低いではないですか。それを合併浄化槽ということでカバーしている状況になっているけど、これは何か理由があるのですか。
(担当課)　公共下水道につきましては、当初、駅周辺の市街地を中心的に実施しているわけですが、合流式で実施しています。合流式では、雨水と汚水を一緒に排除する方式をとっております。かつ、海抜0ｍで、通常の勾配の取れる箇所に比べても非常に工事費がかかっている状況です。特殊な工法で崩落しないように薬液注入をする推進工法等を採用視しなければならず、非常に高くなっている。また、合流式であるため、雨水と一緒に排除する管になり、分流式の管より大口径なることからも、事業費がかなり嵩んできているというのが現状です。それにより、整備年月の割りには整備が進んでいない状況になっています。

(委　員)　ただ、下関市や宇部市は整備率が高いですね。75％程度となっています。

(担当課)　問題は、地形であると考えられます。岩国市の場合は、ご存知のように家が密集して張り付いている地区は埋立地が多いです。下水道は、基本的に上流から下流に流すので、下流は深い位置に管を埋設せざるを得ない状況になります。その言った理由で、当初より整備が進んでいないというのが現状です。

(委　員)　以上より、将来的にもコストや予算を考え、合併浄化槽を中心に整備率を向上させようということですか。
(担当課)　基本的には、下水道整備に時間が必要なところを対象にして、浄化槽を暫定的に整備し、概成ということに近づけていきます。下水道は、下流から整備していくため、10年後にも未整備の区域が残ります。整備が遅れるものに対しては、公共用水域の水質保全を守るため、浄化槽で整備していくことを、今回の構想に盛り込んでいきます。投資額がどれくらいにして整備を進めていくか、なかなかに難しい問題です。

(委　員)　お願いしたいのは、まずは、山口県の平均に近づいてもらいたいということとですね。下水道か合併浄化槽かどちらがよいのかは、よく分からないですが、やはり下水道を全て整備するのは難しそうですね。極力、整備率を上げていってもらいたいので、 効率的な案を是非検討して頂きたい。

(担当課)　それについては、努力していきます。

(委　員)　出来るか出来ないか、はっきりして貰えればいいと思います。それを、市民に説明されるといいと思います。

(担当課)　想定も含めて今の投資額、財政的な問題が一番ネックになってくると思うのですが、どこまで予算が確保できるか、他部署や財政部局も含め検討し、構想の中での整備計画に反映していきます。

(委　員)　分かりました。

(担当課)　どうしたら10年で概成、どこまでが整備可能か、又は必要かについて、この審議会で意見を頂きたいと考えています。

(委　員)　結論から言うと、地形的な問題が一番であり、山間部まで公共下水道を整備するのには莫大な費用が必要となり、費用対効果の観点からは整備が出来ない。
それは、われわれも理解しているのですが、合併浄化槽についても周辺が井戸水を使用しているところでは、住民感情的に了解を得ることが難しいという経験もあります。浄化槽からの放流水はきれいだと説明しても、なかなか理解が得られないのが現状であります。このような状況が、浄化槽が普及しない一番の原因だと考えます。

数軒の家屋のために公共下水道を整備するのは費用的には困難で、浄化槽整備には周辺家屋の許可をもらうことが必要であり、許可なく整備することは住民間でのトラブルの原因にもなるため、なかなか整備が進まない原因になっています。

(担当課)　以上のような状況については理解できます。ただ、基本的に、合併浄化槽を設置しなければ、今の生活雑排水、台所の水とか風呂の水がそのまま水路の中に出て行くもので、そちらの方が、地下水を含む公共用水域に対する影響が大きいということを住民の方に周知していかなければいけないと思われます。

(会　長)　他にございますか。ないようでしたら、今日の審議会はこれで終わりたいと思います。

(事務局)　次回の会議の日程ですが、次回は「岩国市汚水処理施設整備構想の見直しについて」と「岩国市一般廃棄物処理基本計画の取り組み状況について」ご審議頂く予定としております。事務局としては候補日として、12月25日(金曜日)を考えています。

(委　員)　了解。
(事務局)　それでは、12月25日(金曜日)の14時から開催するということで宜しくお願い致します。

(事務局)　後日作成される議事録につきましては、河角さんと河本さんに署名して頂きますようお願い致します。
以上をもちまして「第1回岩国市環境審議会」を閉会させて頂きます。　皆様、長時間にわたり熱心なご審議お疲れ様でした。
